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	応用
	抗原情報
	背景
	ADPリボシル化因子4 (ARF4) Homo sapiens この遺伝子はヒトARF遺伝子ファミリーのメンバーであり、そのメンバーはコレラ毒素のADPリボシルトランスフェラーゼ活性を刺激し、小胞輸送およびホスホリパーゼDの活性化因子として役割を果たす小さなグアニンヌクレオチド結合タンパク質をコードしています。遺伝子産物には5つのARFタンパク質と11のARF様タンパク質が含まれ、RASスーパーファミリーの1つのファミリーを構成しています。ARFタンパク質は、クラスI、クラスII、クラスIIIに分類され、この遺伝子はクラスIIのメンバーです。各クラスのメンバーは、共通の遺伝子構成を共有しています。ARF4遺伝子は約12kbに及び、6つのエクソンと5つのイントロンを含みます。この遺伝子は、ヒトARFの中で最も多様なメンバーです。この遺伝子については、3p14または3p21で競合するマップ位置が報告されています。 [RefSeq提供、2008年7月],注意：当初はARF2と考えられていました。,機能：コレラ毒素触媒サブユニット（ADP-リボシルトランスフェラーゼ）のアロステリック活性化因子として機能するGTP結合タンパク質。タンパク質輸送に関与し、ゴルジ体における小胞の出芽および脱殻を調節する可能性がある。,類似性：低分子GTPaseスーパーファミリーに属する。ARFファミリー。,
	研究分野
	幹細胞経路
	画像データ
	

	ARF4抗体を用いたLOVO細胞、K562細胞、HT-29細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

